
                     

歴史と緑がキーワード

来
月
１９
日
ま
で
参
加
者
募
集
中

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

区役所講堂など区内６会場で成人式

大
森
天
王
祭
の
後
厄
「五
一
辰
巳
会
」

小
中
学
校
や
保
育
園
へ
本
な
ど
寄
贈

廿
軒
家
学
区
女
性
会
が
Ｐ
Ｂ
キ
ャ
ッ
プ
回
収

子
ど
も
ワ
ク
チ
ン
寄
贈
に
協
力

家
庭
に
新
聞
が
届
く
ま
で
な
ど
勉
強

新
聞
販
売
店
主
を
先
生
に
「出
前
授
業
」
小幡小

パ
オ
ロ
ン
と
チ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
ら

下
志
段
味
小
で
「あ
い
さ
つ
活
動
」

大
好
評
「も
り
や
ま
落
語
会
」に
ご
招
待

来
月
９
日

守
山
文
化
小
劇
場
で
上
演

                     

次
号
は
２
月
９
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

トトロを模して刈り込まれた植
木は子どもたちもお気に入り

守
山
小
学
校
　
　

　
西
島
町
六
ノ
二
七

　
【
歴
史
】
一
九
〇
七
（
明

治
四
十
）
年
、
守
山
尋
常
高

等
小
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
昨
年
度
に
開
校
百
十
周

年
を
迎
え
る
な
ど
、
と
て
も

歴
史
の
あ
る
学
校
。

　
戦
後
間
も
な
い
一
九
四
八

（
昭
和
二
十
三
）
年
に
は
二

千
九
百
人
以
上
の
児
童
が
通

う
マ
ン
モ
ス
校
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
周
り
の
小
学
校
へ
と

分
離
・
独
立
し
て
い
き
、
現

在
は
七
百
人
の
子
ど
も
た
ち

が
通
っ
て
い
る
。

　
【
特
色
】
「
歴
史
と
緑
が

キ
ー
ワ
ー
ド
の
学
校
で
す
」

と
岩
田
浩
幸
校
長
。
学
校
の

す
ぐ
西
隣
に
守
山
瓢
箪
山
古

墳
が
あ
り
、
校
内
は
緑
が
い

っ
ぱ
い
。
周
辺
の
環
境
と
と

も
に
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が

自
慢
と
の
こ
と
。

　
木
々
が
並
ぶ
「
も
り
の
子

広
場
」
と
中
庭
の
二
カ
所
に

池
が
設
け
ら
れ
、
メ
ダ
カ
の

観
察
な
ど
に
も
利
用
。
ま
た

運
動
場
が
広
く
、
放
課
時
に

は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
遊
ん
で
い
る
。

　
【
取
り
組
み
】
教
育
目
標

に
「
学
び
い
っ
ぱ
い
　
思
い

や
り
い
っ
ぱ
い
　
元
気
い
っ

ぱ
い
」
を
掲
げ
、
本
年
度
は

「
自
分
の
考
え
を
言
葉
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
集
会
で
の
長
縄
大

会
の
ほ
か
、
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
短
縄
跳
び
を
実
施
す
る

な
ど
体
力
づ
く
り
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
【
校
長
先
生
か
ら
守
山
小

の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
】
こ
と
し
で
平
成
が
終
わ

り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の

力
を
信
じ
て
、
力
強
く
歩
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
思
い
出
に
い
か
が
―
。
恒

例
「
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
１
年
生

・
紙
面
大
集
合
」
を
三
月
九

日
付
の
本
紙
で
行
い
ま
す
。

今
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
紙
上
参
加
に
奮

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
【
応
募
方
法
】
郵
送
、
ま

た
は
メ
ー
ル
で
。
新
入
学
児

一
人
で
写
っ
て
い
る
写
真

（
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

の
ほ
か
①
氏
名
・
性
別
②
住

所
③
電
話
番
号
④
保
護
者
名

⑤
入
学
す
る
学
校
名
⑥
将

来
、
何
に
な
り
た
い
か
⑦
お

近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名

を
別
紙
に
明
記
し
て
、
〒
４

６
３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町

三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ

ー
ス
「
１
年
生
」
係
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
１

年
生
」
、
本
文
に
（
必
ず
）

①
か
ら
⑦
、
写
真
デ
ー
タ
を

添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ

ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
。

　
※
掲
載
す
る
の
は
写
真
と

項
目
①
⑤
⑥
の
み
で
す
。

　
【
締
め
切
り
な
ど
】
と
も

に
二
月
十
九
日
（
火
）
必

着
。
規
定
人
数
を
超
え
た
場

合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
紹
介
し
た
方
に
は
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
画
質
に
よ
っ
て
は

掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

保
護
者
も
手
伝
っ
て
｜
記
念
撮
影
を

す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た

式
の
後
に
も
集
ま
っ
て

歓
談
す
る
新
成
人
ら

酒井会長（右から４人目）
ほか贈呈式の出席者ら

たくさんのペットボトルキ
ャップと一緒に会員代表ら

三択クイズで元気に手
を挙げて答える児童ら

少
し
び
っ
く
り
｜
児
童
ら
が

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
た

桂
鹿
え
も
ん
さ
ん

桂
米
紫
さ
ん

　
「
成
人
の
日
」
の
十
四
日
、

守
山
区
成
人
式
（
各
学
区
区
政

協
力
委
員
会
、
区
役
所
主
催
）

が
大
森
中
学
校
・
森
孝
中
学
校

・
区
役
所
・
守
山
中
学
校
・
守

山
西
中
学
校
・
な
ご
や
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
の
六
つ
の
会
場
で

開
か
れ
た
。

　
昨
年
八
月
の
大
森
天
王
祭
の

た

つ

み

後
厄
参
加
者
ら
「
五
一
辰
巳

会
」
は
、
祭
り
の
募
金
で
購
入

し
た
品
物
を
大
森
地
区
の
小
中

学
校
や
保
育
園
な
ど
へ
寄
贈
。

大
森
中
学
校
＝
大
森
一
＝
で
先

月
六
日
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ

た
。

　
祭
り
の
会
場
に
は
募
金
箱
が

毎
年
置
か
れ
る
ほ
か
、
打
ち
合

わ
せ
の
会
合
に
集
ま
っ
た
関
係

者
も
協
力
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の

後
厄
参
加
者
が
使
い
道
を
話
し

合
い
、
地
元
小
学
校
や
児
童
養

護
施
設
な
ど
の
要
望
に
応
え
る

形
で
寄
贈
し
て
い
る
。

　
贈
呈
式
で
は
、
同
会
の
酒
井

隆
広
会
長
が
「
わ
れ
わ
れ
も
Ｏ

Ｂ
。
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る

こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ブ
ル
ー
レ

イ
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
本
と
い
っ
た

物
品
を
、
各
校
代
表
の
生
徒
と

校
長
へ
手
渡
し
た
。

　
今
回
の
寄
贈
先
は
大
森
中
学

校
、
大
森
小
学
校
、
天
子
田
小

学
校
、
大
森
北
小
学
校
、
大
森

保
育
園
、
天
子
田
保
育
園
、
大

森
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
、
天
子
田

学
童
保
育
所
の
八
カ
所
で
、
物

品
は
計
三
十
六
万
円
分
。
ま
た

同
会
へ
は
、
名
古
屋
市
か
ら
の

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
区
内
の
新
成
人
（
平
成
十
年

四
月
二
日
―
同
十
一
年
四
月
一

日
生
ま
れ
）
は
男
性
八
百
六
十

九
人
、
女
性
八
百
三
十
五
人
の

計
千
七
百
四
人
。
一
昨
年
は
千

五
百
四
十
四
人
、
昨
年
は
千
六

百
七
十
九
人
で
、
全
国
的
に
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
三
年
連

続
で
増
加
し
た
。

　
ま
た
、
学
区
別
で
は
苗
代
学

区
が
一
番
多
く
百
六
十
四
人
。

次
い
で
瀬
古
学
区
（
百
四
十
六

人
）
、
廿
軒
家
学
区
（
百
三
十

人
）
、
二
城
学
区
（
百
十
八
人

の
順
だ
っ
た
。
※
い
ず
れ
も
守

山
自
衛
隊
を
含
め
な
い
人
数
　

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
最
も
多
く
の
新
成
人
で
に
ぎ

わ
っ
た
区
役
所
（
講
堂
）
＝
小

幡
一
＝
会
場
に
は
小
幡
・
苗
代

・
小
幡
北
・
白
沢
学
区
か
ら
約

四
百
三
十
人
が
出
席
。
振
り
袖

や
ス
ー
ツ
姿
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

ち
こ
ち
に
で
き
、
旧
友
と
の
再

会
に
「
あ
ー
」
と
喜
ぶ
声
を
上

げ
た
り
、
ス
マ
ホ
で
記
念
撮
影

す
る
光
景
が
見
ら
れ
た
。

　
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
小
幡
北
学
区
区
政
協
力
委
員

長
の
原
彰
さ
ん
が
「
若
い
方
た

ち
の
力
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代

が
来
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

柴
田
久
司
区
長
は
祝
辞
で
「
失

敗
し
て
も
決
し
て
く
じ
け
な
い

で
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
日
本
を

支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
掛
け
た
。

　
ま
た
新
成
人
代
表
ら
は
、
壇

上
で
「
立
派
な
社
会
人
に
」
と

宣
言
し
て
大
き
な
キ
ャ
ン
ド
ル

に
火
を
と
も
し
た
ほ
か
、
「
こ

れ
か
ら
は
支
え
る
側
の
人
間
に

な
り
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
や
「
自
分
を
支
え
て
く

れ
た
人
に
感
謝
し
、
一
人
前
に

成
長
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

抱
負
を
語
っ
た
。

　
廿
軒
家
学
区
女
性
会
は
、
四

十
五
㍑
ご
み
袋
で
十
四
袋
分
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
一

年
か
け
て
回
収
。
こ
の
ほ
ど
、

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
愛
知
大
学
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
＝
中
村
区
＝
の
環
境

サ
ー
ク
ル
へ
贈
っ
た
。

　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
は
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め

て
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
買
い
取

っ
て
も
ら
い
、
売
却
益
で
世
界

の
子
ど
も
た
ち
へ
ワ
ク
チ
ン
を

贈
ろ
う
と
す
る
も
の
。

　
同
会
で
は
二
年
前
か
ら
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し

て
お
り
、
贈
る
の
は
二
回
目
。

幹
事
を
務
め
る
岡
島
節
子
さ
ん

＝
町
南
＝
が
、
テ
レ
ビ
で
運
動

を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
ま
た
、
寄
贈
先
は
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
か
ら
紹
介
さ
れ

て
決
め
た
。

　
会
員
ら
二
十
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
で
集
め
た
ほ
か
、
友
人

や
知
人
に
協
力
を
呼
び
掛
け
。

連
絡
を
受
け
る
と
訪
れ
て
回
収

し
、
汚
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ

ャ
ッ
プ
を
洗
っ
て
乾
燥
さ
せ
る

作
業
も
行
っ
た
。

　
世
界
の
子
ど
も
た
ち
へ
ワ
ク

チ
ン
を
―
多
く
の
思
い
を
、
こ

の
ほ
ど
車
に
載
せ
て
届
け
た
。

岡
島
さ
ん
は
「
私
た
ち
女
性
会

で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い

る
。
周
り
の
人
た
ち
が
集
め
て

く
れ
た
か
ら
、
で
き
た
こ
と
」

と
話
し
て
い
た
。

　
毎
回
好
評
の
落
語
会
を
こ
と

し
も
―
。
「
も
り
や
ま
落
語

会
」
が
二
月
九
日
（
土
）
、
守

山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝

で
開
か
れ
る
。
午
後
二
時
開

演
、
同
一
時
半
開
場
。

　
出
演
は
、
本
芸
の
落
語
は
も

ち
ろ
ん
、
演
劇
活
動
や
映
画
出

演
も
こ
な
す
、
ざ
こ
ば
一
門
の

桂
米
紫
さ
ん
。
ま
た
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
に
精
通
し
、
期
待
の
若

手
と
し
て
活
躍
中
の
桂
鹿
え
も

ん
さ
ん
も
登
場
す
る
。

　
こ
と
し
の
同
落
語
会
で
は
米

紫
さ
ん
が
二
席
、
鹿
え
も
ん
さ

ん
が
前
座
で
一
席
、
そ
れ
ぞ
れ

披
露
。
ど
の
よ
う
な
ネ
タ
が
飛

び
出
す
の
か
…
演
目
な
ど
は
当

日
ま
で
の
お
楽
し
み
と
な
っ
て

い
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
（
全
自
由
席
）
は

一
般
千
二
百
円
、
「
守
山
区
民

特
割
」
（
前
売
り
の
み
、
運
転

免
許
証
な
ど
住
所
が
分
か
る
身

分
証
の
提
示
要
）
千
円
。
未
就

学
児
は
入
場
不
可
。

　
問
い
合
わ
せ
は
守
山
文
化
小

劇
場
＝
☎
０
５
２
（
７
９
６
）

１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
「
も
り
や
ま
落
語
会
」
の
招

待
券
を
本
紙
読
者
三
組
六
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
も
り
や
ま
落
語

会
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

締
め
切
り
は
三
十
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
へ
の
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え
ま
す
。

　
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
パ
オ
ロ

ン
と
チ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
二
人
ら

に
よ
る
「
あ
い
さ
つ
活
動
」
が

十
一
月
二
十
六
日
の
朝
、
下
志

段
味
小
学
校
＝
下
志
段
味
島
ノ

口
＝
で
行
わ
れ
た
。

　
市
教
育
委
員
会
が
推
進
、
人

や
地
域
の
つ
な
が
り
な
ど
を
目

的
と
し
た
「
あ
い
・
あ
い
・
あ

い
さ
つ
活
動
」
に
協
力
し
た
も

の
。
球
団
の
地
域
貢
献
の
一
つ

で
、
同
活
動
「
あ
い
さ
つ
月

間
」
の
十
一
月
に
は
毎
年
四
、

五
カ
所
ほ
ど
市
内
の
小
中
学
校

を
訪
れ
て
い
る
。

　
あ
い
さ
つ
活
動
で
は
、
関
係

者
が
分
か
れ
て
二
つ
の
校
門
に

立
ち
、
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
声
掛
け
。
登
校

し
て
き
た
児
童
た
ち
も
元
気
に

あ
い
さ
つ
を
返
し
た
ほ
か
、
パ

オ
ロ
ン
が
差
し
出
し
た
手
に
タ

ッ
チ
し
て
応
え
た
。

　
ま
た
、
パ
オ
ロ
ン
と
チ
ア
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
は
授
業
前
に
開
か
れ

た
全
校
集
会
に
も
参
加
。
児
童

か
ら
の
質
問
に
答
え
た
り
、
一

緒
に
「
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ク
イ
ー

ン
」
や
「
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
な

ど
交
流
も
楽
し
ん
だ
。

　
家
庭
に
新
聞
が
届
く
ま
で
の

工
程
な
ど
、
中
日
新
聞
社
が
教

え
る
「
出
前
授
業
」
が
先
月
十

三
日
に
小
幡
小
学
校
＝
小
幡
一

＝
で
行
わ
れ
、
四
年
生
の
約
百

人
が
新
聞
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
出
前
授
業
は
、
学
校
で
新
聞

を
教
材
と
し
て
活
用
す
る
Ｎ
Ｉ

Ｅ
（
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
　
Ｉ
ｎ
　

Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａｔｉ
ｏ
ｎ
）
学
習
活
動
の

一
つ
。
社
会
へ
の
関
心
と
、
読

み
解
く
力
を
高
め
て
も
ら
う
の

が
狙
い
。

　
新
聞
販
売
店
の
店
主
ら
が
先

生
に
な
り
、
「
日
本
で
最
初
に

新
聞
が
発
行
さ
れ
た
の
は
百
五

十
年
前
」
と
歴
史
か
ら
紹
介
。

取
材
や
印
刷
、
配
達
と
い
っ
た

工
程
、
そ
れ
ぞ
れ
に
携
わ
る
人

た
ち
の
様
子
な
ど
も
、
パ
ソ
コ

ン
と
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
た
動
画

を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

説
明
し
た

　
ま
た
児
童
一
人
一
人
に
同
日

の
朝
刊
を
配
り
、
「
見
出
し
や

リ
ー
ド
文
を
読
む
だ
け
で
も
ニ

ュ
ー
ス
が
分
か
る
」
と
読
み
方

を
ア
ド
バ
イ
ス
。
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
情
報

源
の
種
類
に
つ
い
て
も
触
れ
、

新
聞
の
特
長
を
「
ス
ピ
ー
ド
は

劣
る
け
ど
情
報
量
が
多
く
、
信

頼
度
が
高
い
」
と
伝
え
た
。

　
児
童
た
ち
は
興
味
津
々
の
表

情
で
話
を
聞
い
て
い
た
ほ
か
、

授
業
の
感
想
を
「
新
聞
の
こ
と

が
分
か
っ
て
面
白
か
っ
た
」
な

ど
と
話
し
て
い
た
。
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